
【技術交流トピックス 】

【成果展開事業 】

今年9月～10月は、例年に比べ様々な展示会に出展する機会に恵まれました。
例年出展している丹南産業フェアや北陸技術交流テクノフェアに加え、今年度はＦＩＴネット商談会、おおの産業フェア2006、
北陸ビジネス街道2006といった新しい場で「もんじゅ」の開発意義や、成果展開事業の事例、技術交流の状況などのパネル
を展示することができました。

この中でも、北陸ビジネス街道2006は金沢市で開催されたこともあり、北陸３県の企業の方々も多数ブースを訪問され、
様々な意見交換をさせて頂いたことで、福井県外の方々にも、「もんじゅ」の必要性や成果展開事業の事例等について知って

いただく良い機会となりました。

今後、地元福井県はもとより、福井県外へも活動の幅を広げて行きたいと思います。
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既刊でご案内のとおり“マナ”の食と飾を考える懇話会（事務局：敦賀市、

オブザーバ：原子力機構）の初会合が去る9月22日開催され、来年4月を目途に

伝統野菜“マナ”の現状と課題を分析しながら、地域振興としての“マナ”生産へ

の将来像をまとめていくこととなりました。懇話会の初めての具体的取組みとし

て、福井県食品加工研究所等のご指導を頂き、新たな産品 “マナ”ふりかけを

試作すると共に、“マナ”漬物による生春巻、和え物等“マナ”の独特の味を生

かした料理を創作し、ＪＲ直流化イベント「つるが観光物産フェアー2006」に出展

いたしました。（写真：つるがきらめきみなと館にて）

その結果、各品とも大変ご好評を頂き、各委員とも“マナ”の食材としての可

能性を改めて再認識すると共に、将来的には原子力機構などの技術を活用し

て品種改良等も視野に入れながら、関係機関が連携し全国に発信出来るよう

な敦賀特産品に育てていくことを確認した次第です。

なお、“マナ”ふりかけにつきましては、来年4月上旬開催予定の「マナ祭り」会

場に於いて特売する計画です。

「展示会での一コマ」

一部の方々から・・・

・原子力発電所で、越前焼きが出来るんかなぁ。（50代女性）
・原子力機構で、レジャーボートを売ってるんかぁ。（60代男性）

えっ？？
・・・これからも、色々な方々に、

JAEAの業務をご理解頂けるよう頑張りたい！と強く感じました・・。

【出展した展示会】

9月16日～18日 丹南産業フェア2006（鯖江市）
10月 3日 ＦＩＴネット商談会（福井銀行）（鯖江市）

10月11日 北陸ビジネス街道2006（金沢市）
10月11日～13日 産学官技術交流フェア2006（東京）
10月14日、15日 おおの産業フェア2006（大野市）
10月19日、20日 北陸技術交流テクノフェア2006（福井市）
10月21日、22日 つるが観光物産フェア2006（敦賀市）
10月28日 敦賀短期大学学園祭（敦賀市）
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